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幸福の主人公（創世記1：27-28）
　
幸せ、幸福というのは、人類共通のテーマです。そして、時代が変わってもずっと取り上げられる永遠なるテーマだとも言えるでしょう。特別におかしな人間でなければ、みな幸せになりたいと願っています。しかし、願いとは裏腹に幸せは見当たらないし、手に入ることがありません。どんなに幸せ、幸せと追い求めていても、幸せが何なのか、本当の幸せはいったいどこにあるのかということを正しく理解していないと、逆にこの言葉がふさわしいかどうかわかりませんが不幸症候群のような傷だらけの人生を送るしかありません。不幸でないものを不幸だと思ったり、幸せでないのに幸せだと勘違いしてしまったりということによって、一生さまよい続けるしかないでしょう。ですから、幸せはいったい何なのか。どこに幸せがあるのかということを私たちクリスチャンは聖書をとおして正しく教えられ、そして、それを存分に味わい、だから、さまよい続けている、幸せを求めているのですが見当たらないまま倒れている世の中の人々に幸福を伝える伝道者として残りの生涯を歩んでいかなければならないと思います。
幸せというものは、実は人間固有の特権です。動物を見ていても幸せだろうな、良い飼い主に出会ってと思うのですが、それは幸せとは言えません。幸せという言葉は、人間のみに使われる、人間独特、人間固有の特権です。なぜそう言えるのか。それがどういう意味なのかということを聖書を通して確認してきたいと思います。正しい幸せの理解のために、まず今まで私たちは幸せというものをどのように理解してきたのか。言い換えますと、世の中では幸せというものをどのように考えているのか。世の幸福感はどうなっているのかということをまず考えなければいけないと思います。そうでないとクリスチャンなのに間違っている、ゆがんでいる幸福感のまま、それに捕らわれて傷や勘違いの中を歩くしかないからです。

まずは一般的な基準、理解があると思います。それは皆さんもよくご存知のように、条件に恵まれていれば幸せだ。あるいは、良い環境が与えられて過ごすことになれば幸せだ。また、良い人間と巡り合うこと。優しく良くしてくれる人間と巡り合うこと。こういうことに幸せがあると一般的に思っています。私たちも今までそのような理解をもって歩いてきたかもしれません。今も世の中では一般的にはそういうところに幸せがあると理解しています。しかし、それだけではありません。その一般的な理解とは少し反して、幸せに対して個人的な理解というものがあります。その個人的な理解というものは、主観性をもっていて一般的な基準に合うかどうか関係なく、つまり、相対的ではないのです。自分でこれは幸せだと思っていて、その通りになれば幸せと思う傾向があります。別の言い方で言いますと、自己満足ということです。自分で満足できれば幸せだという理解あります。特にこれは芸術や特別な才能がある、あるいはそのような道を歩いている人によく見られます。一般的な基準で見ると大変だろうなと思うのですが、本人はそれで満足で周りの人が迷惑になっていても構わないのです。それが幸せなのです。いろいろあるでしょう。皆があの人は大変だろうな、不幸だろうなと思っていても、私が幸せだと感じていればそれでよい。自分はお金がなくても幸せだ。それが幸せなのです。それぞれ千差万別なのです。それで個人的な理解の中には、自分でとにかく幸せだと感じれば、それが幸せなのです。強く頑固に主張する理解があります。それによって幸せ、不幸を行き来するようなことがあります。
冒頭でも申し上げましたように、今までの幸せの理解、今も世の中でどのように幸せを理解し概念を持っているのか、それに従って行きますとその結果、必ず勘違いの人生を生きるようになります。あるいは、傷をもって傷の中を歩くような人生になるしかありません。私が不幸だと思っている限りは、必ず傷として残ります。そして、その結果、求めていた幸せは見つけられないし、本当はないわけですから、ないものをずっと追い求めているのでそれをさまようというのです。右にも行ったり左にも行ってみたり、こっちにもあっちにも首を突っ込んで見たのですが実はないのです。だから、がっかりするし、そのさまよいは終わりがありません。止まりません。見当たらないわけですから。結果的にそうなってしまいます。皆さんはいかがでしょうか。具体的ないろいろな例を取り上げてお話しすればいいかなとは思いますが、大体、皆さんのレベルではこれぐらい話しますと今までこのように生きてきたので、もしかしたら今もこのような幸せの理解、幸福だと思って自分の幸せ、不幸などを量っていらっしゃるかもしれません。よく吟味して直視しなければなりません。クリスチャンの私たちは、このような理解はある程度、気持ちは分かりますが、でも考えて見るとスタートそのものからおかしくないでしょうか。スタートのところから間違っている理解ではないでしょうか。これはスタートそのものから天地万物を造られて、人間も造られて、この宇宙を動かし人間の幸せ、不幸を手に入れていらっしゃる神様は全く考慮されていないし、まったくこの幸福感の中からは外に出されて排除されています。神様なしでこれは幸せ、あれは不幸となってしまいました。それでいいのでしょうか。よく考えて見てみましょう。クリスチャンだけに通じる話です。なぜ直視しないといけないかと言いますと、今のクリスチャンの私たちもいまだに実はこのような幸福感をずっと心に持っているからです。だから、クリスチャンの方々を見ていても、条件、状況、人によって幸せ、不幸をいつも行き来しているのです。主が来られるその日まで、自分のいのちが終わるその日までいつもその行き来です。不幸でもないものを不幸だと思ったり、幸せでもないものを幸せだと思ったり、幸せが消えたり生まれたりという人生の繰り返しではないでしょうか。別に大変なことが良い。辛いことが良いというつもりはありません。テロ犯罪が良いというつもりはこれっぽっちもありません。戦争に巻き込まれているから不幸なのでしょうか。戦争のない国の人々は、幸せなのでしょうか。何を基準にして私たちは思って言っているのでしょうか。それにこれっぽっちも抵抗がないまま当たり前に思っているのではないでしょうか。ですから、神の恵みによって神の尊い子どもなのに、神の子どもの祝福のパワーが中々、生まれないのです。よく考えてみていきましょう。礼拝をささげるのは大切なのです。神様のみことばを聞くのもとても祝福なのです。でも、みことばが皆さんの心の中にとどまるように吟味しないといけないでしょう。いい言葉だねで終る問題ではありません。何が幸せなのでしょうか。皆さん、幸せでしょうか。不幸なのでしょうか。なぜ不幸だと思うのでしょうか。なぜ今幸せだと言えるのでしょうか。真摯に問いかけなければいけません。今までの幸せの理解、今も世の中では当たり前に通用する幸福感というものが少しでもよく考えて、冷静に考えるとスタートそのものから間違いなのです。神様を排除した理解なのです。だから、もし神様がいらっしゃらなければ、もちろん答えはありませんがその中で理論的に成り立っていくかもしれません。一理あるかもしれません。でも、神様はいらっしゃるのではないでしょうか。私たちは神様を「アバ、父」と呼ぶ幸いな者ではないでしょうか。私たちは進化論などはでたらめだと分かっていて、天地万物は創造主による作品だと信じている者ではないでしょうか。それなのに神様を排除して生まれてきた論理や理解などを当てにしていてはいけないのではないでしょうか。そういうことです。
それでは、聖書が私たちに教えている、神様がおっしゃっている本当の幸せの理解は何でしょうか。それを正しく理解するために、今日の聖書に書いてあるように、まず幸せというものは、人間だけにある祝福です。犬や猫にはありません。楽だろうなということと幸せとは違います。あとでもう少し突っ込んで皆さんにお話ししますが、だから突っ込んで聞いてください。幸せを理解するためには、人間固有のものなので人間がどのような存在なのかを理解するところから始めないといけません。人は神のかたちに造られた被造物です。特に他の被造物動物とは最初から構図が、存在そのものがまったく異なる、神のかたちに造られて唯一霊的な存在です。目に見える肉体だけのものではありません。私たちは実は罪によってその感覚がすべて失ってしまったので、目に見える肉体的な部分がメインであるかのように思うのでしょうが、クリスチャンの私たちはそれを回復しました。いのちの祝福を。目には見えないけれども霊的な部分がメインなのです。
２部の礼拝でも申し上げるつもりなのですが、人間には２種類しかありません。何をもって決めるかというと、その人の内側の魂の部分にどのような霊が宿っているかによって人は決められます。黒人、白人だということは人の決め手ではありません。再び恐怖に陥れる奴隷の霊を受けたのか、神を「アバ、父」と呼ぶことができる霊を受けたかによって人は分かれるのです。それが人間の本質です。人は神のかたちに造られた唯一の霊的な存在です。いつも申しあげているように、創造の秩序というものがあります。もちろんある方がおっしゃるように、水の中にいない魚もいる特別なケースがあります。でも原理の話です。魚は水の中を生きるようになっています。木は土に根を下ろして生きるようになっています。例えば、水の中に住まない魚の場合は、その魚が生きる場という者は最初から定まっています。それが洞窟であれば洞窟。それぞれ生きるための場というものが、最初から秩序として定められています。それと同じように人間は霊的な存在なので、霊であられる創造主、神とともに、神と一緒にと定められています。それが幸せです。それが創造の原理です。人が霊的な存在で神によって造られて、特に人間だけが神のかたちだということが分かったときに、人の幸せの題名が全部変わります。条件、状況、環境によって左右されるものではなくて、神がともにおられる神様が一緒なのかどうかによって幸せがきめられるものです。幸せはそこにあります。宇宙のどこででも教えられません。だから、今まで教えられていた幸せの理解、あるいは自分なりに悟っていた幸せの理解などは当てにしないでください。それは人間がどんな存在なのか全く知らない無知のうえに、神さまを排除してその上に成り立ったものですから、それをいまだにあてにしてはどうしましょう。だから、不幸、幸せを行き来するのです。神様がともにおられること。それで万物を想像されたときにも、土で形作って動物にしました。でも、人間だけは特別に、その鼻に神が息を吹き込んだとあります。その息は言語を見ると、神の霊の意味があります。だから、神様ご自身が人間と一体になって、やっと人間というかたちになったのです。それゆえ、それが人間です。神様がともにおられること、それ自体を幸せというのです。健康なる、昇進する、生めよ、増えよ、地を満たせというのは、幸せなものだから与えられる祝福であって、それを幸せというわけではありません。存在そのものが、神がともにおられることを幸せ、それをいのちと言うのです。皆さんは、幸せのことをどう思っていたのでしょうか。あまりにも長い間、当たり前に刻み込まれているので、中々、それが取りはがされないのです。だから、いまだにクリスチャンであるのにもかかわらず、ある日は幸せ、ある日は不幸、ちょっと問題が起きると不幸、辛いことがあったり大変なことにぶつかると、痛みがあると不幸、それが和らいだり片づけられて楽になると幸せ、ハッピーというレベルから抜け出すことができないのです。それは神様が望まれることではありません。なぜそうなのでしょうか。皆さんが悪いからではありません。幸せの理解が根本から間違っているからなのです。子どもがよく言うことを聞いて良い子になれば幸せ、そうでないといつまであたっても不幸で心が暗くなるしかないというのは、幸せそのものを勘違いしているからです。だから、教会に来ても幸せを求めて、神社で求めるのと同じように、幸せではない不幸の様々なことが片づけられることのために「主よ。主よ」と祈っているのではないでしょうか。それは裏返しますと、幸せが何か分かっていない。人間が何かもわかっていない。聖書のことをまったく理解していない。あなたは霊的なことは全く無知だ。ノアの時代のおっしゃっている肉ではないのかとおっしゃっていることと同じことです。これが幸せです。インマヌエルという神様がともにおられるいのちがあるということが幸せなのです。その幸せがあるがゆえに、主がともにおられる幸せの存在であるがゆえに、地球すべての万物を治めることができる祝福が与えられる、その権限が与えられるわけです。幸せが付いてくるものなのです。

しかし、この幸せがすべて壊れてしまいました。それを不幸と言います。死の影の谷を歩くのが不幸ではなくて、この幸せが壊れてしまったのが不幸なのです。どのようにして壊れたのでしょうか。ご存知のように、理論や頭で覚えているだけではなく、いのちのことばにしなければなりません。すべての人は罪を犯したので、神からの栄誉を受けることができなくなった。これが不幸です。罪によってこの神のかたちが全部壊れてしまって、神さまを離れるようになりました。それを聖書はこのように表現します。エペソ2：1にあるように、自分の罪過と罪との中にあって死んでいたものであって、もう魂が死んで、つまり、魂に神様が存在しない、一緒ではないということです。その結果、生まれながら魂に罪のまま生まれて、生まれながら魂に神のない存在として、だから、神の御怒りを受けるべき子らとして生まれるのです。どんなにかわいい赤ちゃんでも、これが人間です。これが不幸です。その結果、まるで親元を離れた者は誘拐されたのと同じように、このように幸せが全部壊れてしまった結果、霊が変わります。主人が変わるのです。あなたがたはあなたがたの父である悪魔から出た者である。サタンの奴隷になるしかありません。これを不幸と言います。つまり、不幸というのは、幸せが神様がともにおられることなので、その神から離れ神のかたちが壊れたことを不幸と言います。事がどう進むのかを不幸というわけではありません。この部分をはっきりしないといけません。それが不幸です。偶像崇拝の家庭に生まれ、小さいときに虐待された。もちろん不幸です。でも、クリスチャンの家庭に生まれ、虐待などなかった。だから、幸せなのでしょうか。よく考えてください。幸せは主がともにおられること、神のかたちであることが幸せなのです。もしその幸せを本当に分かれば、世界を治めることができます。神の代わりに。しかし、それが壊れてしまいました。神様が人から離れてしまうようになりました。それは離れただけの話ではありません。悪魔が人を掌握するようになるのです。そういう人間であることが不幸なのです。神様がいらっしゃらないことが不幸なのです。覚えていてください。お金がないのが不幸ではなくて、神様がいらっしゃらないことが不幸なのです。十回でも百回でも一千回でも一万回でも繰り返して皆さんに言い聞かせなければなりません。中々、戦えない刻印です。それでイエス様がおっしゃっています。なぜあなたは涙を流しているのか。なにがそんなに不幸なのか、悲しいのか。それは本当に不幸なのか。それが無くなれば幸せなのかと常に問いかけていらっしゃいます。

それでまことの幸せの回復は、この不幸から脱出することです。昇進することではなくて、良い人と結婚することが幸せではなくて、そのようなものは幸せなものだからついてくる結果であって、幸せそのものは違います。だから、不幸から脱出して、なぜ脱出するのかというと、元通りに神様がともにおられるインマヌエルの子の幸せを回復すること、これこそが幸せなのです。たとえそのことのために私が地獄の門の前に引き落とされることがあっても、それが幸せなのです。神様は、私たち人間が幸せになることを望んでいらっしゃいます。だから、大洪水によって皆を滅ぼしてしまうこともあります。幸せのために。人間の幸せを願って、ひとりひとりの人間が今まで勘違いの中を生きてきて、さまよい続ける人間、幸せを求めて人を頼りにしたり偶像崇拝をしているだまされっぱなしの人生をかわいそうに憐れみ、本当の幸せのためにときには痛みも与えられ、ときにそこに幸せはないということを示すために全部壊してしまったりするのです。幸せはインマヌエルの回復です。たとえすべて奪われ、すべてを失っていても、主がともにおられるものになればそれが幸せなのです。そこにすべての祝福があります。

そして、そのインマヌエルの回復のために、私たちは罪人で不可能なので、マタイ1：21、神様がキリストを約束して、そのキリストが世に来られました。処女が身ごもって子を産む。その名をイエスと言いなさい。その名をインマヌエルと言いなさい。キリストにのみいのちの祝福、まことの幸せがあります。その処女マリヤから生まれたイエス様がご自分でキリストである、まことの幸せの道であることを、いのちであることを自ら宣言されました。ヨハネ14：6に、わたしは道であり、真理であり、いのちなのです。わたしを通してでなければ、だれひとり父の元に来ることはありません。神様と一緒にならない限りは幸せはありません。それが幸せなのです。だから、それを別の言葉で言うと、マタイ5：3に書いてあるように、心の貧しいものは幸いです。当時、周りのパリサイ人、ユダヤ人は、礼儀正しく、お金をいっぱい持って生きていました。でも、このイエス様のお話を聞いていた弟子たちは貧しい人、下っ端な出身で、性格も人格もでたらめ、ボロボロな人間ばかりだったのですが、そういうことで幸せ、不幸が左右されるものではないという意味で、心の貧しいものは、天の御国がその人のものだから、神様が一緒なのだから、イエス・キリストを救い主として信じる者は幸せなのです。そのときにのみ神がその人と一緒になって、永遠のいのち、この幸せは永遠に壊れることはありません。イエス様に向かってペテロが、「あなたは生ける神の御子キリストです」と告白したときに、「バルヨナ・シモン。あなたは幸いです」とおっしゃいました。それが幸せなのです。皆さん、何が幸せなのでしょうか。真摯に問いかけてみましょう。
私は自分がものすごく不幸だと思っていました。クラスの中で母親がいない者はわたし一人でした。私一人が他の人と比べて不幸だなとどこかで思っていました。家庭環境もそういう意味でぐじゃぐじゃで一つのところで安定することもなく辛い部分もあります。何かが欠けていて何かが荒れているようなことは確かに間違いなくありました。だから、私はだめで不幸だと思っていたのです。別に幸せではありません。私のようではなくて、両親がいて恵まれて家庭環境もものすごく暖かくて何の問題もなく荒れ吹く風もない。頭もいい、勉強もできる。そういう人は幸せでしょうね。良いことがずっとある。それが本当に幸せでしょうか。それは幸せ、不幸を決めることではありません。不幸の一つのパターンではありますが、神様がいらっしゃらないのが不幸です。だから、両方とも不幸な人生なのです。私たちは今まで大変なことがあって何かの問題にぶつかり辛いことがあれば、それは不幸だと思って自分は不幸な存在だと思っていると一生それに捕らわれて生きるようになります。だから、それを裏返しますと、私の洋に大変なことがなくて辛いこともないと幸せな人間だろうとついつい比較するのですが、何がどっちが幸せなのでしょうか。神様がいらっしゃらない限り皆同じです。皆不幸なのです。そういうことによって幸せ、不幸などを天秤にかけるようなことはしないでください。ここをしっかりさせないといけません。何が幸せなのでしょうか。先ほども申し上げましたように、震災にあった人、大変だと思います。いろいろな事故によって家族を失った人、なんと悲しいでしょうか。だから、不幸でしょうか。そうすると震災など全くない、家族はぴんぴんと生きていてお互いに愛し合って和気あいあい生きている者は幸せでしょうか。私たちの頭の中ではそのようになっていて、目指すのはいつもそういうことなのです。だから、そうでなければクリスチャンなのにいまだに不幸の中を這いずり回っています。いつまでそうするつもりでしょうか。キリストが皆さんのために血を流されて、皆さんを不幸の人生から引き上げて恵みを与えるために幸せなものにしたのです。これが本当の幸せの理解です。
そうならば、これから今日、礼拝をささげている皆さんだけでも十分です。世界を変えることができます。幸せへの確信を持つようになれば、自分は幸いな者、幸せな者だと確信を持つように。そのために改めて申し上げますが、幸福の基準を常に確認してください。幸福の基準、幸せの基準は、環境、条件、人ではなくて、キリストです。キリストを信じる信仰です。自分の条件、能力ではありません。だから、永遠のいのちを持っているかどうかが幸せの基準です。そうならば皆さんはどんな過去があろうが、今現在どんなに大変な状態、辛いことがあるか分かりませんが、自分はそれと関係なく幸せの主人公だと確信して宣言しなければなりません。アブラハムを召されたときに、何も変わっていないままの状況、約束は何一つ現実に現れていない状況なのに、最初からおっしゃいました。あなたは祝福の者であり、祝福の基なのだ。理由は、キリスト、イエスのゆえに。それが幸せなのです。先ほどペテロのお話もしました。そのあとペテロは怖くてイエス様を三度も否定します。けれども主は生ける神の御子キリストです。皆が人がこうなれば環境がこうなればとそういうことばかり求めている中で、唯一ペテロがあなたは生ける神の御子キリストですと告白しました。おまえはインマヌエルの主人公なのだ。あなたは幸せなものなのだ。パウロは刑務所の中で言いました。刑務所などはわたしの幸せを左右できるものではない。刑務所の中なのか外なのか、今までは、世の中ではそういうことを基準にしていたでしょうが、そうではない。私は分かった。刑務所の中にいて、たとえここから出られなくても構わない。天にある霊的なすべての祝福をいただいて、私は幸せな者だ。この確信を持っているときに、皆さんは残りの生涯、違う形で生きるようになります。今まで目指していて求めていて、また理由にしていた者すべてを片づけて、このまことの幸福の伝達者、それを伝道者と言いますが、伝達者として生きるのです。アブラハムを召されてアブラハムに言いました。あなたを祝福する者を私が祝福し、あなたをのろう者をわたしがのろう。アブラハムが基準なのです。人々の幸せと不幸を左右する基準のように。あなたによってすべての民族は祝福される。なぜなら幸せをアブラハムしか分かっていないからです。ペテロにも言いました。主は生ける神の御子キリストと告白したときに、あなたに天の御国の鍵をあげよう。あなたが地上で解くなら天においても解かれる。地上で縛るなら天においても縛られる。あなたは人々の幸せを左右する者だ。イエス様がよみがえられた後、このようなお話をして、これからあなたがたは神の国をテーマにして生きる。イエスの証人になるというには、本物の幸せはあなたがたしか分からないし、あなたがたはその主人公なので、それをこれから分け与えて伝えていく証人になる。幸福の伝達者という確信を持たなければなりません。なぜそれが中々、持てないのか。いまだにクリスチャンなのに、自分で幸せだという確信がないし、不幸と幸せを行き来しているのです。いつまで経っても。うまい人を見ると幸せだろうなと思う。どのようにして幸せを伝えるのでしょうか。ぐじゃぐじゃになっている人を見ると、やっと何かお話ししてみようかと思っていても、全部レベルが肉のレベルです。構わないよ。それは不幸ではなくて、あなたが精神的に参っていることは、あなたの事業が壊れていること、あなたの家庭が破たんしていること、それは不幸ではない。本当の不幸はあなたが神から離れていて、神様がいらっしゃらないということが不幸なのです。あなたには神様が必要なのです。その道がイエス・キリストなのです。それが幸福の伝達者であり、私たちに許されている最高の価値ある人生です。

ここまで革新できたら、今週１週間、これからずっと幸福の守り者として生きてください。幸せを幸せだから守り通すクリスチャンになってください。どういう意味なのかというと、まずは幸せの条件でないもので幸せ、不幸を天秤にかけることを止めましょう。それから今まで不幸だと思ってそれが傷として残っているものは全部だまされることです。私だけこんな目に遭ってと思うのは、そんな目に遭ってない者は幸せだと思っているからでしょう。違います。傷として残っているそれらを全部捨てましょう。実は親からこうなって、自分がこう失敗してではなくて、神から離れていたからそうなるしかなかったのです。悪魔のしわざでそうなったのです。だから、キリストが必要なのです。傷として残していてはいけません。恨みつらみなどを持っていてはいけません。劣等感などを持っていてはいけません。それから、キリストを受け入れたのであれば、これからは無条件的に幸福宣言者として立ちましょう。例えば、痛みがあるかもしれません。大変なことがあるでしょう。大変なことがいいというわけではありません。でも、大変なことと、それが不幸であるということとは別の話です。死の影の谷を歩くとき、ダビデはどれほど辛かったらそのような表現を使ったのでしょうか。辛いことはあります。でも、辛いから不幸ではありません。どんな辛いことがあっても私は幸せなのだ。絶対に譲らないように。野球の守護神みたいに。神のことばが入っているから今使っていいのか迷いますが、自分は幸せなものなのです。それが環境や状況や辛さや大変さなどによって奪われることがないように徹底的に守らないといけません。それにもかかわらず私は幸せです。それと関係なく私は幸せです。全部が私を裏切ったとしても、それと私の幸せとは関係ない。主が私とともにおられるから、私には乏しいことがありません。そこが幸せなのです。
そして、皆さん残りの人生の理由を新しく発見していくようにしましょう。真摯に真剣に検証していただきたいと思います。もう一度言いましょうか。この間も飛行機が墜落し乗っていた４人全員が死亡したというニュースがあり、ベルギーではまたテロによって本当に悲しいことが起こりました。もちろんかわいそうです。でも、私たちの心の中で、テロに巻き込まれた人々、家族は不幸だ。その裏に、そうでないから幸せだという感覚は全部捨てましょう。違います。神様から離れている以上、何が起きるか分からないし皆が不幸なのです。キリスト、イエスのうちにある者だけが、幸せなのです。幸せはインマヌエルを幸せと言います。そして、幸せだからこそ、地の果てにまですべての民族の方に行って弟子としなさいという権限が与えられ、そのためにすべての祝福が付いてくるものなのです。それを求めるものではなくて、当たり前です。幸せなものに神は祝福されます。その確信をもって勝利していただきたいと思います。

(祈り)

恵み深い天の父なる神様。神様を離れて無知の中でいつのまにか刻み込まれサタンに利用されていた幸せへの勘違い、その傷などから、みことばを通して完全に自由になるように。今まで条件として取り上げていた者をすべて崩して、キリストだけが幸せであることをしっかり握って自分を確認し、これからはどう変わろうが何があろうがこの幸せを守り通すことができる幸福宣言者になるようにひとりひとりを祝福してください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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